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□ タイトル : 李洪起監督作品 映画上映会＋監督アフタートーク 

                   上映後 監督との対話（聞き手 山泰幸関西学院大学教授） 

□ 日    時 : 3 月 15 日(日) 午後１時半開場 午後２時上映開始〜４時半 

□ 会  場 : あしかび会館（芦屋市宮川町６−３兵庫県立芦屋高校 通用門の北側）         

                 ＊各自靴袋をご持参ください。 

洋の東西を問わず、昔から漁業は女人禁制の領域でした。漁師は女性が船に乗ると「船ソナン」という

女神が嫉妬し漁を妨害するといわれ、漁業においては伝統的に女性はタブー視されてきました。現在でも

女性の漁師が稀であるのはこのような迷信のせいであるだけでなく、船に乗ること自体が男性も敬遠する

ほど、きつい仕事だからともいえるでしょう。 

このような厳しい海という仕事場で、50年も家計を支え生きてきた現役の女性漁師に出会いました。 

順天市花浦村に住む70歳の女性漁師、その名はユン・ウスク。来る日も来る日も自分の分身ともいえる 

木船を漕ぎ一人で海に出ます。彼女は海はこの世のすべてであり、大切な肉親であり、心を分かち合った

伴侶だとも言います。レンズは自然の摂理に背くことなく生きるひとりの女性を捉えました。 

春夏秋冬、季節をめぐりつつ彼女の日々の暮らしをそっと追い続けました。映画＜順天＞は小さな  

漁港の女性の生きざまをそのまま映し出した物語です。 

  

本作品は韓国はじめ欧米でも劇場公開され、日本では2014年世界屈指のドキュメ

ンタリーを紹介する特集番組「NHK インサイドレンズ」でもオンエアーされ、

アンコール放送 反響を呼びました。 
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★この世のすべての母親(オモニ)に捧げる、輝かしい人生の記録!  

★順天の地で繰り広げられる、温かな笑いと涙の感動的な実話! 

★自然の宝庫「順天湾」の生命力がみなぎる、美しい映像! 

  



□ 参 加 費 :  500 円           問い合わせ：須藤親夫 携帯；090-1435-5940  

メール；jazzy4sudo@yahoo.co.jp 

□ 主    催 :『順天』上映会 芦屋有志の会 

□ 共    催 : 関西学院大学韓国学研究センター 
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